
電子マネー型の架空請求詐欺被害が急増！！ 

 平成２９年８月末 認知件数 ２２２件 【昨年同期比 約４．４倍に増加！】 

   （大阪府下）   被害金額 約１億円 【昨年同期比 約７．３倍に増加！】 

こんなメールは 

詐欺！ 

 
  

 犯人は、インターネットサイト運営事業者等をかたって 

      「有料サイトの料金が未納」 
      「支払わないと法的手続きに移行する」   
などと、メールを送りつけ、被害者が記載の連絡先に電話すると、
代金の支払名目で、コンビニ等で販売している 

   電子マネー（アマゾンギフト券などのギフト券） 
を購入するよう求められ、そしてギフト券裏面に記載されている 

   ギフト券番号 
 
 
 
を教えるように要求されます。 
 電子マネーの番号を犯人に教えてしまうと、電子マネーの利用権
（ギフト券額面の金額）をだましとられてしまいます。  

×××－××× 

大  阪  府  警  察 

    このような内容のメールなどがあれば、相手に連絡する前に、 

  最寄りの警察署に相談してください！ 

「電子マネー（アマゾンギフト券など）

の番号教えて」 は詐欺！ 

ギフト券
番号 
（裏面） ギフト券 


